平成２４年７月３１日
テキストデイジー再生機器・ソフトウェアの
機能改善・追加に関する要望とメーカーからの回答

特定非営利活動法人 全国視覚障害者情報提供施設協会
電子書籍委員会
テキストデイジー再生機器・ソフトウェア検証プロジェクト
当プロジェクトでは、平成２１年１２月～平成２２年２月にかけて『視覚障害者情報総合ネットワーク（現・サピエ）プロジェクト』のユーザアドバイザ４人および盲学校理療科教員・生徒２２人を対象に行った『【試作品】テキストデイジーデータ』のモニタリング結果をもとに、テキストデイジー再生機器・ソフトウェアに関する機能改善・追加の要望をまとめ、メーカー各社に提示いたしました。この報告書は、それらの要望に対するメーカー各社からの回答をまとめたものです。
最初に、すべての再生機器・ソフトウェアに共通する大きな機能改善・追加の要望についての回答をまとめ、その後に、機種・ソフトウェアごとの詳細な要望と回答を記載しています。
モニタリングに使用したテキストデイジー再生機器・ソフトウェアは以下の６機種です。
・ボイスセンス：有限会社エクストラ

・ブレイルセンスプラス：同上

※ブレイルセンスプラスは販売終了になりましたが、現行ユーザへの情報提供として掲載いたします。

・ＶＲストリーム：同上

・PLEXTALK Pocket ＰＴＰ１：シナノケンシ株式会社

・ブックセンス：株式会社タイムズコーポレーション

・My BookⅡ：株式会社高知システム開発
用語凡例

１．テキストデイジー再生機器・ソフトウェアを「プレイヤー」と表記します。
２．「PLEXTALK Pocket ＰＴＰ１」を「ＰＴＰ１」と表記します。
目次
全プレイヤーに共通した機能改善・追加に関する要望と
メーカーからの回答・・・・・・３ページ


一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ページ
要望に対する詳細な回答〔メーカー、プレイヤー別〕
■ 有限会社エクストラ・・・・・・・・・・・・・・・ ５ページ
プレイヤー別の機能改善・追加の要望に対する回答・・６ページ

■ シナノケンシ株式会社・・・・・・・・・・・・・・ ７ページ
ＰＴＰ１の機能改善・追加の要望に対する回答・・・・８ページ

■ 株式会社タイムズコーポレーション・・・・・・・・・９ページ
ブックセンスの機能改善・追加の要望に対する回答・・・10ページ

■ 株式会社高知システム開発・・・・・・・・・・・・・11ページ
MyBookⅡの機能改善・追加の要望に対する回答・・・・12ページ
全プレイヤーに共通した機能改善・追加に関する要望と
メーカーからの回答
　テキストデイジーデータの特徴を活かすため、すべてのプレイヤーに対して以下の７項目の機能改善・追加を要望しました。
① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え
三療関連等、専門分野の図書を読むための辞書データを外部から取り込める機能を実装してほしい。また、複数の辞書を切り替えて使えるようにしてほしい。
② 文字の詳細読み機能
漢字を知りたいので、カーソル移動で一文字ごとに詳細読みをする機能を実装してほしい。
③ 飛ばし読み機能

テキストデイジーデータ内にある、『注釈』『ページ番号』などの飛ばし読みができるように設定されている文字列（いわゆるデイジー規格のスキッパブル設定がされているフレーズ）を、きちんと飛ばして読めるような機能を実装してほしい。
④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能

（上記の項目と関連）飛ばし読みができるように設定されている文字列を読み上げるときは、他の文字列と音声を変えて読み上げてほしい（本文と、『注釈』『ページ番号』などの文字列を区別したい）。
⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能

太字、斜体、下線が付けられた装飾文字列は、重要なキーワードや本文と区別して認識させたい文字列である場合が多いので、装飾文字列を読み上げるときとその他の文字列を読み上げるときで、音声を変えられるような機能を実装してほしい。

⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能
ルビが付けられた文字列を読むときは、通常はルビのみを読み、一文字ごとに詳細読みをするときはルビが付けられた文字の情報を読むようにしてほしい。

⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能
サピエ図書館からダウンロードしたexe形式のテキストデイジーデータを、いったん解凍せずにプレイヤーに取り込めるようにしてほしい。
一覧表

〔意味〕○：対応する　／　△：検討する、課題とする　／　×：対応しない。
※メーカー各社からの詳細な回答は次ページ以降の『要望に対する詳細な回答〔メーカー、プレイヤー別〕』をご覧ください。

※「ＶＲストリーム」は、エクストラ社から海外の開発元への機能改善要求が困難であるとの連絡を受け、この一覧から外しました。
	　
	エクストラ
「ボイスセンス」

「ブレイルセンス」
	シナノケンシ
「ＰＴＰ１」
	タイムズコーポレーション
「ブックセンス」
	高知システム開発
「MyBookⅡ」

	① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え機能
	×
	×
	×
	△

	② 文字の詳細読み機能
	△
	○
	○
	○

	③ 飛ばし読み機能
	×
	×
	×
	△

	④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能
	×
	△
	△
	△

	⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能
	△
	△
	○
	△

	⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能
	△
	△
	△
	○


	⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能
	○
	×
	△
	○


要望に対する詳細な回答〔メーカー、プレイヤー別〕
 有限会社エクストラ （「ボイスセンス」、「ブレイルセンスプラス」）
【全プレイヤーに共通した機能改善・追加の要望に対する回答】

① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え機能：対応しない
「携帯端末では読み上げはＴＴＳにゆだねるようにしていますが、ＴＴＳの音声エンジンメーカーからは医学辞書などの別辞書が用意されておらず、対応は困難と考えています。辞書のカスタマイズについては、ブレイルセンスについては将来的な開発課題とさせてください。ユーザー辞書登録機能を次のバージョンで実装したいと思います。」
② 文字の詳細読み機能：検討する、課題とする
「プレイヤー機能の大規模な改修が必要なため短期間での対応は困難ですが、問題意識を共有します。」
③ 飛ばし読み機能：対応しない
「携帯端末での処理としては負担が大きいため実装は難しいと判断しています。」
④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能：対応しない
「携帯端末での処理としては負担が大きいため実装は難しいと判断しています。」
⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「音声の切り替えには時間がかかるため現実的でないと考えます。『強調、○○○、強調終わり』などの情報提示の仕方であれば実装可能です。このような情報提示方法でもよければ次のバージョン以降で実装を検討します。なおそれぞれの文字装飾を区別して表示することはかえってユーザーにとって煩雑と考えます。」
⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「ルビ優先読みは、次のバージョン７での対応を、優先度の高い問題としてHIMS社（開発元）に提案します。１文字確認のときに漢字を詳細読みできるかどうかはプレイヤー機能の大規模な改修が必要なため短期間での対応は困難ですが、問題意識を共有します。」
⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能：対応する
「サピエ会員であれは、ボイスセンスに内臓されているプログラム『サピエ』を使い、ダウンロード後に解凍すれば、exeファイルの使用が可能。ただしボイスセンスのファームウェアを最新にし、プログラムも最新にしておく必要があります。」
【プレイヤー別の機能改善・追加の要望に対する回答】

■ ボイスセンス

（１）〔　〕(亀甲カッコ)のようなカッコ類を読み上げるようにしてほしい：対応する
「これはＴＴＳ（ドキュメントトーカ）の特性です。現状では開きカッコのみ「カッコ」と読みます。ルビ対応と含め、記号読みについては次のバージョン７で改良したいと考えています。」
（２）どこまで読んだかのかが分かる機能がほしい。：対応する
「次のバージョン７での対応を検討します。」
（３）表のセルを自由に移動して読める機能がほしい。：検討する、課題とする
「プレイヤー機能の大規模な改修が必要なため短期間での対応は困難ですが、問題意識を共有します。」
その他、『ボイスセンス』に関するＱ＆Ａ

Ｑ：ページ移動、再生/停止、送り、戻しキーの操作がうまくいかない。

Ａ：ファームウェアを最新のものにバージョンアップしていただくと、正常に動作することが多いです。
モニタの感想

今回初めて『ボイスセンス』を使ったが、レベル移動、ページ移動ができるなど意外と良い機種だという印象を持った。

■ ブレイルセンスプラス

（１）テキスト情報を読み飛ばすことがある。改善してほしい。：対応する
「該当図書で検証し、不具合の場合は対処します。」
モニタの感想

音声エンジンがミサキに改良されているため、十分聞きやすい合成音声だった。

■ ＶＲストリーム

※ＶＲストリームは開発メーカーに要望を提出するのが困難な状況とのことですが、エクストラ社には以下の要望を送っています。
（１）合成音声の音質自体は長く聴いていてもあまりつかれないので好印象だが、読みをもっと改善してほしい
<ＶＲストリームのＴＴＳの具体的な症状> 

・数字を正しく読まない

-----例-----

『１　１００メートル』(最初の「１」は見出しの項番)→『せんひゃくめーとる』

------------

・「want」、「idleness」などの横文字の発音が悪くて、何を言っているのかも、横文字だということにも気付けなかった。
・長音を正しく発音しない

-----例-----

『1953』→『せんきゅうひゃくごじゅさん』

------------

・注３を、「チューエム」と読む。

・①、②、③を、単に「イチ、ニ、サン」と読むため、番号の階層がわかりにくい。
・文字単位で移動する場合、句点（。）などの記号類を読まない。
（２）ボタンを押してからのレスポンスをもっと速くしてほしい。
（３）見出しのタイトルと本文との間にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)を入れて読むようにしてほしい。
見出しのタイトルと本文を続けて読んでしまうため、どこまでが見出しなのかがわからない。
（４）音声時計機能を実装してほしい。

（５）注釈、製作者注、ルビの付けられた文字列などを一覧列挙する機能がほしい。

 シナノケンシ株式会社 （「ＰＴＰ１」）
【全プレイヤーに共通した機能改善・追加の要望に対する回答】

① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え機能：対応しない
「ＰＴＰ１では、内蔵しているＴＴＳの仕様上実現できません。ただし、『プレクストークリンクポケット』では、辞書の活用が可能かどうかを検討いたします。」
② 文字の詳細読み機能：対応する
「今後のバージョンアップで対応する予定です。」
③ 飛ばし読み機能：対応しない
「性能の問題で実現は困難だと思われますが、可能性については調査いたします。」
④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「音声の変更は困難ですが、飛ばし読みであることが認知できるような工夫が可能であるか検討いたします。」
⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「再生途中での音声切り換えは性能の問題で実現困難ですが、他の何らかの方法が可能かどうかを調査いたします。」
⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「ルビと漢字情報の重複読みの症状のみ、何らかの対策を検討します。」
⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能：対応しない
「仕様上、exeファイルの実行は不可能です。『プレクストークリンクポケット』では、デイジーオンラインで直接ダウンロードが可能です。」
【ＰＴＰ１の機能改善・追加の要望に対する回答】

（１）カッコの種類の区別がつくように、記号を読み上げるようにしてほしい。：検討する、課題とする
「カッコの読み上げをオン・オフする機能について、今後のバージョンアップの際に対応を検討いたします。」
（２）読点（、）の後も句点（。）の後もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)が同じなので意味がわかりにくい。フレーズ間のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)も不自然なので、もう少し区別をつけて読むようにしてほしい。：対応する
「全てのケースに対して対応するのは困難ですが、対応可能なものについては今後のバージョンアップの際に間の調整をする予定です。」
（３）容量の大きなタイトルの読み込み、複数のテキストデイジー図書のタイトル移動、フレーズ・レベル移動に、かなり時間がかかる。：検討する、課題とする
「症状の確認はできていますが、原因が複数あると考えられる症状もあり、現在調査中です。今後のバージョンアップの際に、時間を短縮する改善策を検討いたします。」

※ 最新のファームウェアにバージョンアップすると、多少症状が改善されます。
（４）音質が悪いので、改善してほしい。：検討する、課題とする
「ＴＴＳの標準速度を調整する事で聞き取り易さが多少改善しますので、次回バージョンアップの際に、標準速度を調整する予定です。ただ、音質改善については、これまでＴＴＳメーカーと協議しておりますが、対応は困難な状況です。高音質のＴＴＳが必要な場合は『プレクストークリンクポケット』の利用をご検討ください。なお、『プレクストークリンクポケット』については今後のバージョンアップの際に辞書登録による修正が可能であるか検討いたします。」

<ＰＴＰ１のＴＴＳの具体的な症状> 

・語尾などが伸びてしまったり不自然な発音の単語がある
-----例-----

『平成』→『へーいせい』

『詳細な』→『しょうさいなぁ』

『表明』→『ひようめい』（『ひょ』と読まない）

『表す』→『ひょうす』

『～は』→『～わ』という発音ではなく『～は』と読む

------------

・『人々』『花々』などの『々』を正しく読まない。

-----例-----

『人々』→『ひと、くりかえし』

『花々』→『はな、くりかえし』

------------

・数字やコンマを正しく読まない。

-----例-----

『12,345』→『じゅうに　さんびゃくよんじゅうご』

『4.8%』→『よん　はちぱーせんと』

------------

メーカーより：「数字やコンマを正しく読まないのは、ＴＴＳの日本語解析において正しく判定が出来ていないものと思われます。特に下記の様な例では、ＴＴＳの辞書登録で対策する事が出来ない為、対応は困難です。」
５つ→『ごつ』
１つ→『いちつ』
〒102-8388→ (桁読み)

電話：営業03-3234-4621→(桁読み)

ISBN　978-4-7966-6908-5→(桁読み)

14,604,000人→『○○ひと』
100％→『ひゃくぱーせ』
（５）単語検索機能を付けてほしい。：対応しない
「本文は漢字かな混じり文であるのに対し、ＰＴＰ１の検索文字入力はひらがなとなる為、検索対応は困難です。」

その他、『ＰＴＰ１』に関するＱ＆Ａ

Ｑ：もっと容量を大きくしてほしい。

Ａ：必要に応じて大容量のメモリーカードをご用意下さい。３２ＧＢまでのＳＤカードが使用できます。動作確認済みＳＤカードについては、プレクストークホームページでご確認ください。

 株式会社タイムズコーポレーション （「ブックセンス」）
【全プレイヤーに共通した機能改善・追加の要望に対する回答】

① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え機能：対応しない
「ただし、2011年8月のバージョンアップでユーザー辞書機能が追加されました。ユーザー辞書機能を利用すれば読みの登録が可能です。」
② 文字の詳細読み機能：対応済み
「2011年8月のバージョンアップで対応済みです。」
③ 飛ばし読み機能：対応しない
詳細な回答は無し
④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「『ページ番号』の読み上げにつきましては来年以降に対応いたします。ただし、女性音声、男性音声の切り替えは対応できません。」
⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能：対応する
「文章内の属性は多様なことがあります。太字、下線、斜体については適用できるとは思いますが、今のプログラム構造を変える必要がありますので、来年以降の対応になります。既存の単語検索機能を応用し、特定の単語や記号を指定して検索する機能は対応可能かもしれませんが、男性音と女性音の切り替えは対応できません。」
⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
詳細な回答は無し
⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能：検討する、課題とする
詳細な回答は無し
【ブックセンスの機能改善・追加の要望に対する回答】

（１）語句の読みが途切れたり、読み上げられない文字があったりするので改善してほしい。：対応する
「現在、症状の確認中ですが、不具合を修正いたします。」
（２）ローマ数字のページ番号に対応してほしい。：対応する
「今年下半期のアップグレードで対応いたします（現在はローマ数字で表示されたページ番号は認識しておりません）。」
（３）〔　〕（亀甲カッコ）などのカッコ類を読むようにしてほしい。また、記号の読み上げのオン・オフ機能も付けてほしい。：対応する
「今年下半期のアップグレードで対応いたします。」
（４）ボタンを押したときのレスポンスをもっと速くしてほしい。：対応する
「下半期のアップグレードで、現在よりも速くなるように改善するようにいたします。」
（５）途中まで読んだ時の残りの情報について、全体のページ数と現在のページ数がわかるようにしてほしい。：対応する
「下半期のアップグレードで、0番ボタンを短く押した場合に全体のページ数を一緒に出力する機能を追加します。現在は、0番数字ボタンを長く押すと全体ページ数を案内します。」
（６）表のセルを自由に移動して読める機能がほしい。：対応しない
「この機能の実現のためには、再生するデイジーデータをすべて分析してから再生する必要があります。ブックセンスはこのような分析機能を持てる構造ではありませんので、再生プログラムを全面的に見直しすることになってしまいます。この機能の実装は難しいと思います。」
（７）ファイルの連続読みの機能をつけてほしい。：対応する
「同じフォルダにあるテキストデイジーデータの連続再生を意味しているのであれば、来年の開発計画に入っております。」
（８）読み上げスピードを設定しても、違うテキストデイジーデータを開くと「７」に戻ってしまう。一度設定したらそれを継続させてほしい。：検討する、課題とする
「今までに弊社が調査した結果では、『設定した速度をすべてのコンテンツに一律に適用することになると、多様なコンテンツを再生するときに不便である』という反応が多かったのです。他のご意見が多いようでしたら適用することを検討します。」
（９）注釈、製作者注、ルビの付けられた文字列などを一覧列挙する機能がほしい。：検討する、課題とする
「特定の文字については文字検索機能が付いています。ルビについては現在検討中です。」
その他、『ブックセンス』に関するＱ＆Ａ

Ｑ：共通オプションのＴＴＳ設定が、英語補助をオンにした状態だと正常に動作しない。また、移動先のページ番号のガイダンスがあったりなかったりする。

Ａ：どちらも、2010年10月のバージョンアップで解決しています。

Ｑ：図書ファイルの一覧で上下ボタンで移動する際に、最終ファイルから下向きキーで最初のファイルに移動しない（ループしていない）のは不便。

Ａ：図書ファイルの一覧で、数字の3番ボタンを押すと5個先のファイルに、6番ボタンを押すと10個先のファイルに移動できます。また、数字の8番ボタンを長押しすると、移動したいファイル番号を入力して移動することも可能です。
モニタの感想

聞きやすい音声合成だと思う。

ある程度スピードを上げた設定にしたほうが、自然に聞こえるのではないかと感じた。

図表、特に表がわかりやすいと感じた。「ライン」モードで移動すると、表の項目がうまく読み取れた。「単語」モードでは難しい。

電源オフ状態でも音声時計が機能するのはよい。

 株式会社高知システム開発 （「MyBookⅡ」）
【全プレイヤーに共通した機能改善・追加の要望に対する回答】

① 辞書データのインポートと、複数辞書の切り替え機能：検討する、課題とする
「申し訳ありませんが、今のところMyBookⅡ独自の読み辞書の採用は考えておりません。人名や地名などを考えると読み辞書ではカバーしきれないとの結論に至るところが、その原因の一つです。ただ、今後、このようなご要望が多くいただけるようであれば、前向きに検討したいと思ってはおります。
また、ご要望には、辞書を図書ごとに作成し切り替えながら利用することにより、図書ごとに完璧性を図りたい願いが含まれているようですが、今のところ、この読み間違いの問題は、図書の製作者側でルビの登録などにより防ぐことが最良の対処と考えていまして、そういう決まり事ができないものだろうかと、少々様子をうかがっている所もあります。この機能は、今後の動向を見定めながら、随時、検討したいと思います。」
② 文字の詳細読み機能：対応済み
「Ctrlキー＋左右矢印キーで1文字ごとのカーソル移動ができますが、この移動時の文字の読み方を、F8キーで詳細読みに切り替えておけば可能です。また、PC-Talkerのコマンドに、Ctrlキー+Altキー+Mキーでカーソル位置の文字の識別読み（詳細読みを含んだ読み上げ）がありますので、このコマンドで読み上げることも可能です。」
③ 飛ばし読み機能：検討する、課題とする
「今後、飛ばし読み機能を組み込んだテキストデイジーの普及を見定めながら、対応させたいと考えています。」
④ 飛ばし読み設定された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「現在、このような機能の追加は考えておりません。今後、多くの方よりこのようなご要望がいただけましたら検討いたします。」
⑤ 装飾された文字列の読み上げ処理機能：検討する、課題とする
「現在、このような機能の追加は考えておりません。今後、多くの方よりこのようなご要望がいただけましたら検討いたします。」
⑥ ルビの付いた文字列の読み上げ処理機能：対応済み
「環境メニューの図書オプションに『ルビはふりがなで読み上げる』のチェックがありますので、このチェックを付けていれば可能です。」
⑦ サピエ図書館からダウンロードした圧縮データの直接取り込み機能：対応済み
「サピエ図書館から本棚に保存すると、解凍の手間を掛けずに再生が可能です。さらに、本棚に保存せずとも、サピエ図書館から直接再生させることも検討中です。」
【MyBookⅡの機能改善・追加の要望に対する回答】

（１）句点（。）でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)を入れて読んでほしい。：対応しない
「大変申し訳ありませんが、句点の箇所でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)を取って読む機能は今のところありません。」
（２）MyBookⅡとPC-Talker の音声スピードを別々に設定できるようにしてほしい。：検討する、課題とする
「課題として検討を進めています。将来、ぜひ実現させたいと思っております。」
（３）表の中のセルを自由に移動できるようにしてほしい。：検討する、課題とする
「今後の検討課題にあげさせていただきます。」
（４）目次からそのページにリンクが張られていて、直接移動できるようにしてほしい。：対応しない
※プロジェクトより：現在のデイジー規格には、ハイパーリンクの機能は含まれておりませんので、そもそもテキストデイジーデータがそのように製作されておりません。

（５）MyBookⅡで一度閲覧した図書を開くと『前の続きから』という項目があるが、ここで「第○章、第●節」と読み上げてほしい。：検討する、課題とする
「的を射たごもっともなご要望です。実現も可能です。ただ、MyBookⅡはテキストデイジーデータだけに特化したプレイヤーではありませんので、ページ情報がない図書の場合はどうするかなどの問題を解決しなければなりません。この件は、今後の検討課題として上げさせていただきます。」
その他、『MyBookⅡ』に関するＱ＆Ａ

Ｑ：現在位置がわかるような機能がほしい。

Ａ：読み上げ中にF9キーを押していただくと現在位置の音声ガイドが流れます。

Ｑ：ページ移動ができるようにしてほしい。

Ａ：テキストデイジーデータの再生中は、PageDownキーで次のページへ、PageUpキーで前のページへ移動できます。

Ｑ：まず最初に全体のページ数がわかるようにしてほしい。

Ａ：サピエ図書館の検索結果のタイトル一覧で、該当のタイトルのところでタブキーを押し、『資料詳細』の画面で下矢印キーを押していくと、その図書の総ページ数を読み上げるます。また、テキストデイジーデータを本棚に保存した場合には、タイトルを選択した時点でその図書の総ページ数を読み上げます。

Ｑ：各章の先頭に移動できる機能がほしい。

Ａ：テキストデイジーデータの再生中は、Ctrlキー+PageDownキーで次の見出し、ctrlキー+PageUpキーで前の見出しに移動できます。
モニタの感想

インターネット画面を読ませる時よりもかなり快適に感じた。特に1文字確認が出来るのは助かった。

ボイステキストの聞きやすい音声で読書できる点で非常に優れている。

PC-Talkerに必要な三療の語句をかなり登録していたためか、三療関連の書籍も快適に読めた。

PC-Talkerと同じコマンドで操作できるのが良い。

<参考>

一部、マニュアルには載っていないMyBookⅡのちょっと便利な機能

Ctrlキー＋左右の矢印キー：カーソル位置の漢字の読み（1文字読み）

左矢印キー＋右矢印キー：カーソル位置のフレーズ読み

上矢印キー＋下矢印キー：カーソル位置の段落読み

以上
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